
公立・公的医療機関等の具体的対応方針の策定・見直しの概要

＜公立病院＞
・「公立病院経営強化プラン」の策定を念頭に、地域
における役割・機能（病床規模を含む）及び医療連
携について具体的対応方針を見直す。

※ 経営強化プランは、地域医療構想に係る具体的対
応方針として位置づけられる。

＜公的病院＞
・必要に応じて地域における役割・機能（病床規模を
含む）及び医療機能について具体的対応方針を見直
す。

＜民間病院＞
・2025年における役割・機能（病床規模を含む）の最
適化や医療連携のあり方等について検討し、具体的
対応方針を策定する。

（１）役割・機能の最適化と連携の強化

・地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・
機能

・機能分化・連携強化
各公立病院の役割・機能を明確化・最適化し、連携を強化

（２）その他

対象医療機関：４４病院
【公立・公的：２５病院・民間：１９病院 】

～地域医療構想調整会議～
「公立病院経営強化プラン」の策定等を踏まえ、新たな
「具体的対応方針（既存の具体的対応方針の見直しを含
む）」について、地域で協議・検討が必要

地域医療構想の達成に向け、令和６年３月までに、高度急性期、急性期の病床機能を有する公立・公的病院及び民間病院
は、具体的対応方針を策定・見直しすることとなっています。（Ｒ４．９．６令和４年度第１回青森県地域医療構想調整会議で説明済）

参考：公立病院経営強化プランの記載事項（抜粋）

●令和４年３月
・厚労省は、公立・公的医療機関に加え、民間医療
機関も含めた対応方針の策定・見直しを求めた。
・総務省は、病院事業を実施する自治体に対し、
「公立病院経営強化プラン」の策定を求めた。
【対象：２２公立病院】

●令和２年１月
厚労省は、公立・公的医療機関のうち、高度急性期、
急性期機能病床を有し、診療実績が特に少ない等の
要件に該当する医療機関を対象として、地域医療構
想に基づく具体的対応方針の再検証を求めた。
→ R4.3.4開催の令和３年度第２回青森県地域医療
構想調整会議において、25公立・公的医療機関の具
体的対応方針を策定（１施設策定保留）

これまでの経過

資料１－１

●圏域ごとの地域医療構想調整会議において、各病
院が作成した「病院プロフィールシート（具体的対
応方針）」に基づき、地域における各病院の医療機
能や役割、今後の方向性等について情報を共有。
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【病院プロフィールシートを参考
に、病床（規模等）及び医療機能
（主に再検証の観点）について記
述】

○○病院 679 564 115 679 564 115 ○

病　　床：再編・統合を検討
        （病床規模未定）
医療機能：現在の医療機能を担
　　　　う。（引き続き、県全域
　　　　を対象とした急性期医療、
　　　　専門医療、政策医療を提
　　　　供）

再検証の内容
（H29.7時点からR7までの対応） 病院側の考え
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【役割・医療機能】
 現在の役割及び医療機能を担う。

【病床】
 再編・統合を検討（病床規模未定）

【病床規模の最適化に係る検証】
①病床利用率や医療需要（人口減少
等）の観点から

②その他（地域における特殊事情等）

【基本方針】
（医療連携の必要な領域や医療連携の
方法等（地域連携推進法人の設立等）
について記載）

【具体的な医療連携について】
（〇〇の領域について、〇〇病院と〇
〇のように連携する。）
・○○病院関係
・その他（民間病院等）
　

令和5年2月新しい具体的対応方針【公立・公的・民間病院が作成】４４施設

役割の明確化 医療連携
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